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表１―３ 英語で医者にかかるときの経過表 

※ 病院やクリニックを受診する前に、下記のように簡単な経過表を作っておくといい 

  （日本語でも外国語でも、順序だてて経過を話すことが大切です） 

DATE 

日付 

    

  

 

   

39℃ 

 

 

 

   

38℃ 

 

 

 

   

FEVER 

発熱 

 

37℃ 

 

 

 

   

DIARRHOEA 

下痢 

    

COUGH 

咳 

    

VOMITING 

嘔吐 

    

PAIN 

痛み 

    

     

     

（中村安秀作成） 

【この表の使い方】 

・ 発症の日からのおおまかな熱型をグラフにする 

・ 下痢や咳などがある場合は（＋）、ないときは（－）、非常に強いときは（＋＋）と記

入する 

・ 上記以外の症状があれば、下の空欄に記入する 

・ 家族に同様の症状の人がいれば、その人の経過表も作成する 

・ しくしく痛いか、鈍痛かといった痛みの性状などは気にしないで作成する 

・ すでに、家庭薬などを飲んだときは、そのことも書いておく 
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